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特集 写真とグラフで見る

足立区5 年間のあ ゆみ

5年前の足立区と現在の足立区
区では 、年 々ぼう張する行政需要に対処していくために、昭和41年度から

行政 施設建設五か年計画をたて、「生活環 境の 整備」「青少年の健全育成 」「社会

福祉の 充実 」の3 項目を区政3 本の 柱として、目標の達成に努力してきまし

た。この 計画は45年度をもって、―応の目的を果たし、次年度からは長期計

画審議会の答 申を指針として、新たな構想の もとに実施計画が立てら れます。

では 、この五か年間になにがふえたか、施設の建設を中心に、そのあゆみ

を写真とグラフで追っ てみましょう。

1 ぼう張する人口
足立区は、昭和30年代にはいってから年ご とに都営 住

宅の建設がさかんとなり、38～41年にかけては公団住宅

も急増しました。こうして45年6 月現在、都住が19, 551

戸、公団住宅9, 615 戸、公社住宅988 戸あり、都23区内ではもっとも多く建

てられてい ます。

この公営住宅の建設 が刺激となって 、人口増加も、39年をピークに、年間2

～3 万人の増加をみていましたが、 その後、転入する人が減り、転出する

人がふえ てきて、44年中の増加は13, 441人となってい ます。こ れを住民基本

台帳に よってみますと、転入出による社会増は1, 860 人、生死差引 きの自然

増 は10, 456人、その他1, 122 人の増 となっています。39年中の人口動態では26, 500

人 もの社会増があったこ とを考え合 わせますと、人口の増加も以前と

は 異なっ て、内側からぼう張しているこ とがわかります。

人口 がふえるにしたがって、区内の様 子も変 わっ てきました。車がふえ、

店 がふえ、交通機関 のラッシュはきびし くなってきまし た。 これをまず、グ

ラフ で見てみましょう。

主要駅
1 日の乗降人員

区内の
自動車登録台数

人口と世帯 建築届数と種類

商店 と 従 業 員 数( 東京都統計年鑑より)

工 場 と従 業 員数( 東京都統計年鑑より)



2 ふえる一方の
行政需要

人口 がふえれば、学校の建設、道路の舗装、下 水道の整備はもち

ろん、公園・児童遊園などの空間も必要 ですし、図書館や集 会場、

さらには保育園などの福祉施設もつ くら ねば なりませ ん。こうして、

人口が増加するごとに行政需要が多くなり、これをまかなう財政規

模もまた急速に増大してきます。5 年 間の伸 びを見てみましょう。

一般会計歳入の構成比

3 生活環境の整備
人間は環 境に 支配される動物であるとい われるほど、生活と環境

は切っても切れませ ん。環境のよい所に住みたい と願うのは誰しも

同じこと。 そこ で、共同 の空間である公園、こ どもの遊び場、道路、

ガードレール、下水路、街路灯… … などさまざまな公共の施設を整

備して健康で明るい環境づくりに力 を入れました。5 年間にどれく

らい整備 できたか、見てみましょう。

公園・児童遊園

区道・公共溝渠・安全設備
区道の整備・舗装

公共溝渠の整備・暗渠化

安全設備の整備・ガードレール・ ガードフェンス設置

―般会計歳出決算額の推移

区民税負担の推移

写 真 上から

44年12月10日に開園

した六月町公園

大型ダンパーで公共

溝渠のヘドロを吸収

ガードレールをつけ

ドブにふたかけして

歩道をつくる。伊興

町本町七曲りで。

旧用水を暗渠にして

道路を広げる。島根4

丁目の旧道 で。



公害

大 気汚染、水質汚濁、騒音、振動 な

どによる公害は、ますますふえていま

す。都市活動が活発になれば なるほど、

自動車の排気ガスや深夜 の騒音も、公

害となってあらわれてきます。区 では

昭和44年4 月から公害課を設置して、

工場認可等の事務を扱い 、公害の苦情、

相談などを受け ています。

写真は　工場の騒音測定

公害の苦情・陳情件数

4 社会福祉の充実
地方行政の目的は地域住民 の福祉の増進

にあ るといわれてい ます。病 人、心身障害

者、老人、母子世帯など社会的に弱い立場

にある人たちをお世話するほか、どなたでも利用できる集会室・会

議室・ ホー ルなど、また働 くお かあさんがたのために保育園や学 童

保育 クラブ、おとしよりの施設 、こど もの施設などの充実をめざし

ました。 ではどのくらいの施設 がふえたでし ょうか。

公会堂・集会施設数

注: 一つの絵が一か所 を示す

四つの地域に区民福祉センター 中部( 上左) 東部( 上 右)
西部( 下左) 千住( 下左)

団地の建設 とともに保育園づくりに拍車

学童保育クラブ数

注: 絵一つが1 クラブ

保育園と園児数



5 青少年の健全育成
青少年 が健全に成長していくためには、心身ともに明るく過させ

ねばなり ません。こうして、少年 野球場をつ くるなどスポーツをさ

かんにし、また、中央図 書館や地 域図書館を建設しました。

区立図書館蔵書数

〔凡例〕0= 総記( 辞典類) 　1= 哲学　2= 歴史　3= 社会科学　4= 自然科学　5= 工学　6= 産業　7= 芸術　8= 語学　9=文学　児= 児童

運動場数

注: ( 1) 絵一つは一面または一施設を示す
( 2) うすい絵は、42年～45年度中の増設分　
( 3) 少年野球場は42年～45年度中の新設分
( 4) その他は41年度現在数

昭和44年4 月に開館した中央図書館、15

万冊の 蔵書を目標に年 々整備し ている。

左・南椿公園の少年野球場、他7 か所ある
右・ 本格的な平 野運動場の野球場

6 教育施設の充実 い ちばんの悩みは学 校の建設、おいそれと適当な用地が

ありませ ん。こうした中 で、毎年2 ～4 校を新設してきま

した。体育館やプールの建設も着々と進めています。

鹿浜西小の建設( 44 ～45年) 児童・生徒数と教室数の推移

(
凡
例
)

木造

鉄筋

学校・体育館・プール

〔
凡

例
〕

学 校 数

体育館数

プール数

中川小の体育館( 45 年)


